
みんなで
つくる
共生社会

障害者フォーラム2016

平成28年度「障害者週間」

～共に生き、共に考える、明日を～
　全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられること
なく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を
実現するためには、障害者施策に関する国民への関心と理解
を広く深める必要があります。
　政府では、毎年12月3日～9日を「障害者週間」と定め、
障害者の自立及び社会参加の支援等に関する活動等を
はじめ、様々な取組・行事を行うこととしています。

1
平成28年12月2日（金）13：00～17：00 ［会場］

中央合同庁舎第8号館 1階講堂

障害者週間「連続セミナー」
平成28年12月6日（火）10：00～19：00

7日（水）10：00～19：00
［会場］
有楽町朝日スクエア

「障害者週間のポスター」原画展
平成28年12月3日（土）～9日（金）
10：00～18：00

［会場］
有楽町駅前地下広場

毎年12月3日～9日は
障害者週間です。
障害のある人もない人も共に
生きる社会へ

3

2



障害者フォーラム20161
「共生社会」の理念の普及を目的に、1部では、
作文・ポスターの最優秀作品への内閣総理大臣表彰、2部では、
共生社会の実現をテーマにシンポジウムを開催します。

【プログラム】
①主催者挨拶（内閣府特命担当大臣）
②審査講評
③内閣総理大臣表彰
④後援団体副賞贈呈
⑤心の輪を広げる体験作文最優秀作品朗読

平成28年度
「心の輪を広げる障害者理解促進事業」 事務局（最終頁参照）

お申込み・
お問い合わせ

表 彰 式 （「心の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」）第1部

平成27年度作文最優秀賞朗読（小学生部門）

「障害者週間」記念シンポジウム

●パネルディスカッション
【コーディネーター】
野澤 和弘 氏

【パネリスト】 

【テーマ】 真の共生社会とは何か、あらためて問う
　　　　 －全ての命と尊厳の尊重を第2部

平成27年度「障害者週間」記念シンポジウム

●基調講演
【講師】  野澤 和弘 氏 
       （株）毎日新聞社論説委員、 障害者政策委員会委員

熊谷 晋一郎 氏
東京大学先端科学技術
研究センター准教授

久保 厚子 氏
全国手をつなぐ育成会連合会
会長、障害者政策委員会委員

藤原 久美子 氏
自立生活センター神戸
Be すけっと事務局長

名里 晴美 氏
（福）訪問の家理事長

障害者基本法等の趣旨を再確認するとともに、
全ての命の尊厳が尊重されることの大切さを
テーマに、共生社会実現のための
シンポジウムを開催します。

入場無料
［定員］150名（事前申込要）

内閣府主 催

平成28年12月2日（金） 13:00～14：00日 時

中央合同庁舎第8号館 1階講堂会 場

平成28年12月2日（金） 14:30～17：00日 時

中央合同庁舎第8号館 1階講堂会 場



障
害
者
週
間「
連
続
セ
ミ
ナ
ー
」

2
障
害
者
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、障
害
者
週
間
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ミ
ナ
ー
を

各
団
体
が
実
施
し
ま
す
。

各
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
団
体（
最
終
頁
参
照
）

お
申
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ

12
月
6日
（
火
）

12
月
7日
（
水
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 日
本
ト
ゥ
レ
ッ
ト
協
会

チ
ッ
ク
、ト
ゥ
レ
ッ
ト
症
候
群
と
そ
れ
に
関
連
す
る
発
達
障
害

小
児
期
に
見
ら
れ
る
チ
ッ
ク
の
多
く
は
、ま
ば
た
き
や
首
を
ふ
る
動
き
で
、１
年
以
内
に
消
失
し
ま
す
が
、一
部
は
多
彩
な
運
動
性
チ
ッ
ク
と

音
声
チ
ッ
ク
が
出
現
し
、ト
ゥ
レ
ット
症
候
群
の
経
過
を
辿
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
症
候
群
の
重
症
例
で
は
、全
身
の
激
し
い
チ
ッ
ク
や
、

奇
声
や
汚
言
を
認
め
ま
す
。ま
た
小
児
期
の
併
存
症
と
し
て
は
、注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
や
広
汎
性
発
達
障
害
が
あ
り
ま
す
。本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、小
児
科
を
受
診
す
る
ト
ゥ
レ
ット
症
候
群
の
診
断
や
治
療
、併
存
症
と
の
重
な
り
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
講
演
者
】 
星
加
 明
德（
北
新
宿
ガ
ー
デ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
）

公
益
社
団
法
人
 日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
実
態
調
査

が
ん
等
の
病
気
や
事
故
で
、お
腹
に
ス
ト
ー
マ（
人
工
肛
門・
人
工
膀
胱
）と
言
わ
れ
る
排
泄
口
を
造
設
し
た
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
言
い
ま
す
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
は
ス
ト
ー
マ
か
ら
排
泄
さ
れ
る
便
や
尿
を
、ス
ト
ー
マ
装
具
と
言
わ
れ
る
袋
に
受
け
、溜
ま
っ
た
排
泄
物
は
ス
ト
ー
マ
装
具
か
ら

ト
イ
レ
に
捨
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、緊
急
事
態
と
し
て
お
腹
に
貼
っ
た
ス
ト
ー
マ
装
具
を
交
換
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
は
、こ
れ
ら
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
使
い
や
す
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
ト
イ
レ
で
す
が
、色
々
な
仕
様

の
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。東
洋
大
学
福
祉
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
で
は
、J
O
A
の
全
国
の
支
部
会
員
の
協
力
を
得
て
、色
々
な
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
集
計
結
果
を

発
表
い
た
だ
き
ま
す
。皆
様
の
オ
ス
ト
メ
イト
や
オ
ス
ト
メ
イト
対
応
ト
イ
レ
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
講
演
者
】 
熊
澤
 宏
夫（
東
洋
大
学
大
学
院
  福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
）

独
立
行
政
法
人
 高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

発
達
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
に
 V
ol
.5

～
安
定
し
て
働
き
続
け
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
～

改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施
行
や
発
達
障
害
者
支
援
法
の
改
正
と
い
っ
た
法
整
備
が
進
む
中
で
、発
達
障
害
者（
を
含
む
障
害
者
）の
就

職
件
数
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。一
方
、事
業
主
に
お
い
て
は
、発
達
障
害
者
の
雇
用
に
際
し
、一
人
ひ
と
り
の
障
害
特
性
を
見
極
め
た

対
応
が
求
め
ら
れ
、そ
の
対
応
に
不
安
や
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、職
務
の
切
り
出
し
や
職
場
内
の
支
援
体
制
な

ど
を
工
夫
し
た
具
体
的
な
雇
用
管
理
事
例
や
、働
く
発
達
障
害
者
の
声
等
を
紹
介
し
、発
達
障
害
者
の
職
場
定
着
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
、参
加
者
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

【
講
演
者
】 
座
　
　
 長
：
松
矢
 勝
宏（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

  
パ
ネ
リ
ス
ト
：
井
田
 泰
正（
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
 エ
ス
キ
ュ
ーブ
  総
務
部
総
務
グ
ル
ープ
  ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
  リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ：
働
く
発
達
障
害
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ：
働
く
発
達
障
害
当
事
者
 2
名（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ：
岡
田
 雅
人（
東
京
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
主
任
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 日
本
失
語
症
協
議
会

失
語
症
を
含
む
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
社
会
的
障
壁
を
考
え
る

平
成
28
年
4月
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、障
害
者
に
合
理
的
配
慮
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。見
え
な
い
障
害
で
あ
る

失
語
症・
高
次
脳
機
能
障
害
者
が
社
会
で
当
た
り
前
に
生
活
し
て
い
く
の
に
必
要
な
社
会
支
援
の
施
策
や
福
祉
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

【
講
演
者
】 
講
演
：
上
田
  敏
 ：（
（
公
財
）日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
顧
問
・
元
東
大
教
授
）

  
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
司
会
： 
山
本
 弘
子（
都
立
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
）

  
パ
ネ
リ
ス
ト
：
木
村
 高
子（
失
語
症
患
者
家
族
会
会
員
）、
 進
藤
 美
也
子（
失
語
症
家
族
会
会
員
）　
　
　

  
  

 
   
 志
村
 孝
子（
立
川「
ス
マ
イ
ル
」高
次
脳
機
能
障
害
家
族
の
会
代
表
）

  
  

 
   
 藤
原
 み
ど
り（
あ
き
る
野
高
次
脳
機
能
障
害
家
族
会「
こ
ー
ゆ
ー
」代
表
）

  
  

 
   
 増
村
 幸
子
氏（
高
次
脳
機
能
障
害
者
小
金
井
友
の
会（
い
ち
ご
え
会
）代
表
）

  
「
要
点
筆
記
」 
木
村
茂
言
語
聴
覚
士
、 
相
馬
肖
美
言
語
聴
覚
士
　
 （
総
合
司
会
） 
園
田
 尚
美

入
場
無
料

［
定
員
］ 1
00

名
平
成
28
年
12
月
6日
（
火
）～
7日
（
水
）

日
時
有
楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア

会
場
各
団
体

主
催

10
：
00
～

　
12
：
001

12
：
30
～

　
14
：
302

14
：
45
～

　
16
：
453

17
：
00
～

　
19
：
004

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 大
活
字
文
化
普
及
協
会

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
読
み
書
き
困
難
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
行
政
施
策
に
つ
い
て
考
え
る

平
成
28
年
4月
1日
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
に
は
、意
思
疎
通
支
援
の
方
法
と
し
て
、大
活
字
等
の
拡
大
文
字
表
記
や

読
み
書
き（
代
読・
代
筆
）支
援
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、政
府
が
定
め
る
基
本
方
針
に
て
、障
害
者
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
研
修

会
の
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。当
会
は
、大
活
字
図
書
等
の
多
媒
体
で
の
出
版
を
進
め
な
が
ら
、障
害
者
や
高
齢
者
等
の
読
み
書
き

困
難
者
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
進
め
る
行
政
施
策
の
促
進
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
人
に
読
書
す
る
機
会
の
提
供
を
～
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
多
媒
体
出
版
シ
リ
ー
ズ
」

【
講
演
者
】 
相
賀
 昌
宏（
小
学
館
代
表
取
締
役
社
長
/大
活
字
文
化
普
及
協
会
理
事
長
） 
※
２０
分
 

 「
弱
視
者
と
高
齢
者
に
と
っ
て
必
要
な
出
版
と
表
示
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
」

【
講
演
者
】
 新
井
 愛
一
郎（
弱
視
者
問
題
研
究
会
/国
際
視
覚
障
害
者
援
護
協
会
/大
活
字
文
化
普
及
協
会
 委
員
） 
※
２０
分
　

 ※
そ
の
他：
活
動
報
告（
事
務
局
）、
著
名
作
家
や
有
識
者
か
ら
の
言
葉（
予
定
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 全
国
言
友
会
連
絡
協
議
会

「
吃
音
や
関
連
す
る
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
・
就
労
支
援
に
向
け
て
」

吃
音
が
あ
る
人
は
、吃
音
そ
の
も
の
や
、2
次
障
害
で
あ
る
社
会
不
安
障
害
、引
き
こ
も
り
、う
つ
な
ど
に
よ
り
社
会
参
加
が
難
し
い
人
が

多
い
で
す
。初
め
に
、最
近
吃
音
外
来
を
開
設
し
た
医
師
に
よ
り
、そ
の
診
療
状
況
や
、診
断
書
や
手
帳
の
取
得
に
よ
っ
て
社
会
参
加
が

で
き
た
事
例
を
交
え
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し
て
、当
事
者
、当
事
者
の
就
労
を
支
援
す
る
団
体
、医
師
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、吃
音
と
そ
の
2次
障
害
の
理
解
を
進
め
、社
会
参
加
に
あ
た
っ
て
の
課
題
な
ど
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。併
せ
て
、

発
達
障
害
者
支
援
法
の
改
正
、障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
な
ど
を
法
整
備
が
進
む
中
、吃
音
者
を
迎
え
る
社
会
が
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
か
、合
理
的
配
慮
も
含
め
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
講
演
者
】 
岡
部
 健
一（
旭
川
荘
南
愛
媛
病
院
院
長（
内
科
）

  
パ
ネ
リ
ス
ト
：
当
事
者
、当
事
者
の
就
労
を
支
援
す
る
団
体
か
ら
適
任
者
を
選
任
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
 日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

発
達
障
害
児
教
育
へ
の
支
援
～
音
声
教
材
の
有
効
性
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
～

近
年
、教
育
現
場
に
お
い
て
は
学
習
障
害
等
の
障
害
児
教
育
に
音
声
教
材
を
利
用
し
て
成
果
を
得
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、発
達
障
害
児
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、音
声
教
材
の
有
効
性
の
観
点
か
ら
専
門
家
、障
害
当
事
者
の
方
、教
育
現
場
で

実
践
中
の
方
を
招
い
て
意
見
交
換
を
し
、今
後
の
支
援
の
あ
り
方・
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
講
演
者
】 
日
詰
 正
文（
厚
生
労
働
省
 発
達
障
害
対
策
専
門
官
）

  
田
中
　
裕
一（
文
部
科
学
省
　
特
別
支
援
教
育
調
査
官
）

  
河
村
 宏
（
日
本
D
A
IS
Y
コ
ン
ソ
－
シ
ア
ム
会
長
）

  
藤
堂
 栄
子（
障
害
当
事
者
：
N
PO
エ
ッ
ジ
会
長
）

  
神
山
 忠
様（
障
害
当
事
者
：
岐
阜
特
別
支
援
学
校
）

一
般
社
団
法
人
 日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
人
の
発
達
障
害
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「障害者週間のポスター」原画展3
全国の小・中学校等から公募した「心の輪を広げる体験作文」及び
「障害者週間のポスター」の優秀作品の原画を展示します。

平成28年度「障害者週間のポスター」優秀作品

平成28年12月3日（土）～9日（金）10:00～18：00日 時

有楽町駅前地下広場会 場

内閣府主 催

─小学生の部─ ─中学生の部─

最優秀賞

優秀賞

最優秀賞

優秀賞

岡本 彩佐
徳島県
徳島市
加茂名南小学校
1年

榎本  雛
埼玉県
さいたま市立
大成中学校
1年

小山田 航佑
山形県
河北町立
河北中学校
3年

久間田 奏
群馬県
太田市立
沢野小学校
4年

入場
無料



障害者フォーラム20161

「障害者週間のポスター」原画展3

障害者週間「連続セミナー」2

●連続セミナー参加団体のご案内（セミナーの開催順）
団体名

●障害者週間行事に関するお問い合わせ
平成28年度「心の輪を広げる障害者理解促進事業」事務局 【内閣府ホームページ】

http://www8.cao.go.jp/shougai/index.html〒104-0061 東京都中央区銀座七丁目4番14号 HBC GINZAビル12F
TEL：0120-641-694　 FAX：0120-896-891　E-mail：heart2016@p-unique.co.jp

特定非営利活動法人
日本トゥレット協会

〒170-0005  東京都豊島区南大塚3丁目43-11
福祉財団ビル7階

TEL：03-6912-9625
FAX：03-6912-9625

TEL：03-5670-7681
FAX：03-5670-7682

TEL：043-213-6203
FAX：043-213-6556

TEL：03-5335-9756
FAX：03-5335-9757

TEL：03-5282-4361
FAX：03-5282-4362

TEL：090-5423-3294
FAX：03-3942-9438

TEL：03-5273-0601
FAX：03-5273-1523

TEL：03-5733-6855
FAX：03-5733-6856

http://tourette-japan.org/ 菅野

所在地 TEL・FAX URL 担当

公益社団法人
日本オストミー協会

〒124-0023
東京都葛飾区東新小岩１-１-１-９０１ http://www.joa-net.org/ 平野

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構

〒261-0014
千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2 http://www.jeed.or.jp/ 大森

特定非営利活動法人
日本失語症協議会

〒167-0051
東京都杉並区荻窪5-14-5-405 http://japc.info/ 園田

特定非営利活動法人
大活字文化普及協会

〒101-0051
東京都千代田区神田神保町1-3 冨山房ビル6F http://www.daikatsuji.co.jp/ 市橋

特定非営利活動法人
全国言友会連絡協議会

〒170-0005
東京都豊島区南大塚1-30-15（東京言友会館） http://zengenren.org/ 松尾

公益財団法人
日本障害者リハビリテーション協会

〒162-0052
東京都新宿区戸山１丁目22番１号 http://www.jsrpd.jp/ 村上

一般社団法人
日本発達障害ネットワーク

〒105-0013  東京都港区浜松町1-12-14
昭和アステック5号館5Ｆ http://jddnet.jp/ 橋口

会場の 内案ご

有楽町朝日スクエア
〒100-0006  東京都千代田区有楽町 2-5-1
　　　　　　  有楽町マリオン11F
 　　　　　　 Tel. 03-3284-0131

中央合同庁舎第8号館 1階講堂
〒100-8914  千代田区永田町1-6-1
Tel. 03-6257-1457（直）（内閣府障害者施策担当）
●中央合同庁舎第 8号館へは内閣府本府よりお入りください。

有楽町駅前地下広場
〒100-0006
東京都千代田区有楽町二丁目7番1号先

【アクセス】 地下鉄東京メトロ：
  丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」3出口 徒歩5分
  銀座線・南北線「溜池山王駅」8出口  徒歩5分

【アクセス】 JR有楽町駅前
  地下鉄東京メトロ：有楽町線「有楽町駅」D7出口  徒歩3分
  銀座線・日比谷線・丸ノ内線「銀座駅」C4出口  徒歩4分

【アクセス】 JR有楽町駅：中央口または銀座口  徒歩1～2分
  地下鉄東京メトロ：有楽町線「有楽町駅」D7出口  徒歩2分
  銀座線・日比谷線・丸ノ内線「銀座駅」C4出口  徒歩3分
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Ⓐ出口　       徒歩1分
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